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2026年5月26日

なないろ生命保険株式会社

2025年度決算について

なないろ生命保険株式会社（社長　諸橋　武）の2025年度（2025年4月1日～2026年3月31日）の決算をお知
らせいたします。

10．保険会社及びその子会社等の状況



１．主要業績

（１）保有契約高及び新契約高

・保有契約高 (単位：千件、百万円、％)

・新契約高 (単位：千件、百万円、％)

件　数 前年 金　額 前年 件　数 前年 金　額 前年

度比 度比 度比 度比

（２）年換算保険料

・保有契約 (単位：百万円、％)

・新契約 (単位：百万円、％)

-

2024年度末

件 数

前年度比

団 体 年 金 保 険

団 体 保 険

区　分

合 計

うち第三分野

個 人 保 険

個 人 年 金 保 険

2024年度区　分

区　分

個 人 保 険

個 人 年 金 保 険

区　分

団 体 年 金 保 険

団 体 保 険

個 人 保 険

個 人 年 金 保 険

金 額前年度
末比

前年度
末比

688 147.7 10,925 217.9

2025年度末

件 数 金 額前年度
末比

前年度
末比

930 135.1 16,945 155.1

2024年度

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - -

7,458 -

2025年度

- - - - -

- - - - -

新契約

268 6,768 129.3 6,768 -

- - - - -

107.8

-

-

-

転換による
純増加

転換による
純増加

-

-

-

113.6

- - - - -

- - - - -

新契約

304 7,458 110.2

47,100 148.6 63,474 134.8

46,653

- - - - -

2024年度末 2025年度末
前年度末比 前年度末比

47,100 148.6 63,474 134.8

- - - -

148.2 62,780 134.6

（注）１．年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年
　　　　　あたりの保険料に換算した金額です（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。
      ２．うち第三分野については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保障給付（特定
　　　　　疾病給付、介護給付等）、保険料払込免除給付（障害を事由とするものは除く。特定疾病罹患、
　　　　　介護等を事由とするものを含む）等に該当する部分の年換算保険料を計上しています。

111.6

- -

21,546 111.6

21,230 111.6

110.6

個 人 保 険

-

110.6

19,028

19,312

-

19,312

2025年度
前年度比

21,546

合 計

うち第三分野

個 人 年 金 保 険

110.4

1 なないろ生命保険株式会社



（３）主要収支項目

(単位：百万円、％)

（４）総資産

(単位：百万円、％)

2．2025年度決算に基づく契約者配当金例示

該当事項はございません。

649 87.8

148.3 128.5

- - 0 -

2024年度 2025年度
前年度比 前年度比

96,301 123,786

区　分

保 険 料 等 収 入

50,086 164.7 69,055 137.9

116.9

107.8△11,13079.4△10,324

2024年度末 2025年度末
前年度末比 前年度末比

資 産 運 用 費 用

保 険 金 等 支 払 金

資 産 運 用 収 益

739 1,137.6

経 常 利 益
（ △ は 経 常 損 失 ）

区　分

総 資 産 119.8 102,98988,130
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3．2025年度の一般勘定資産の運用状況

（１）2025年度の資産の運用状況

①運用環境

 ②当社の運用方針

 ③運用実績の概況

 ④トピックス

 当社では、長期国債を中心とした長期安定的運用を行う予定としておりますが、当面は信用力の高い円金
利資産（預貯金）にて、流動性に充分に配慮した運用を行うこととしております。

当期末における一般勘定資産は、102,989百万円となり、そのうち、預貯金は3,473百万円となりました。

 2025年度における日本経済は、物価上昇が加速する中でも個人消費が堅調に推移し価格転嫁の進展による
業績改善に伴う企業の設備投資の拡大に支えられ、緩やかな成長が続きました。
 このような経済情勢のもと、相場環境は以下のとおりとなりました。
 国内の長期金利は、日本銀行の政策金利引き上げの影響などから上昇基調となり、前年度末の1.497%から
当年度末には2.366%となりました。
 為替市場は、堅調な米国経済を背景とした日米金利差を意識して円安ドル高の水準で推移する場面が多く
見られ、前年度末の1ドル＝149円台から、当年度末には159円台と推移しています。
国内株式相場は、AIや半導体といったIT分野への成長期待から一部の業種が市場を牽引し株価を押し上げ
る展開となりました。当年度後半には中東情勢の悪化による経済の下押し懸念を受けて下落する局面も見
られたものの、年間を通じては大きく上昇し、その結果、日経平均株価は前年度末の35,617円から当年度
末には51,063円となりました。

 該当事項はございません。
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（２）資産の構成

(単位：百万円、％)

（注）不動産については土地・建物・建設仮勘定を合計した金額を計上しております。

（３）資産の増減

(単位：百万円)

（注）不動産については土地・建物・建設仮勘定を合計した金額を計上しております。

う ち 外 貨 建 資 産

貸 倒 引 当 金

合 計

△165

14,536

-

△8

14,858

-

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

1,102

17,093

261

17,409

貸 付 金

不 動 産

-

64

-

14

株 式 等

そ の 他 の 証 券

-

-

-

-

外 国 証 券

公 社 債

-

-

-

-

公 社 債

株 式

-

△299

-

-

金 銭 の 信 託

有 価 証 券

-

△299

-

-

買 入 金 銭 債 権

商 品 有 価 証 券

-

-

-

-

買 現 先 勘 定

債券貸借取引支払保証金

-

-

-

-

区　分

現 預 金 ･ コ ー ル ロ ー ン △3,257 △2,818

2024年度末 2025年度末

100.0

- - - -う ち 外 貨 建 資 産

合 計

78,709 89.3 96,118 93.3

△ 165 △ 0.2 △173 △0.2

88,130 100.0 102,989

432 0.4

2,827 3.2 3,088 3.0

- - - -

- - - -

418 0.5

商 品 有 価 証 券

買 入 金 銭 債 権

債券貸借取引支払保証金 - -

50 0.0

- - - -

- - - -

- - - -

50 0.1

- -

- - - -

- -

- - - -

50 0.1 50 0.0

- - - -

- -

貸 倒 引 当 金

そ の 他

外 国 証 券

株 式

公 社 債

有 価 証 券

金 銭 の 信 託

繰 延 税 金 資 産

不 動 産

貸 付 金

そ の 他 の 証 券

株 式 等

公 社 債

占　率 金　額 占　率

3,473 3.4

- -

区　分
2025年度末2024年度末

金　額

買 現 先 勘 定

6,291 7.1

- -

現 預 金 ･ コ ー ル ロ ー ン
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（4）資産運用収益

(単位：百万円)

合 計 - 0

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 - -

そ の 他 運 用 収 益 - -

金 融 派 生 商 品 収 益 - -

為 替 差 益 - 0

そ の 他 - -

有 価 証 券 償 還 益 - -

株 式 等 売 却 益 - -

外 国 証 券 売 却 益 - -

有 価 証 券 売 却 益 - -

国 債 等 債 券 売 却 益 - -

金 銭 の 信 託 運 用 益 - -

売買目的有価証券運用益 - -

そ の 他 利 息 配 当 金 - -

商 品 有 価 証 券 運 用 益 - -

貸 付 金 利 息 - -

不 動 産 賃 貸 料 - -

預 貯 金 利 息 - -

有価証券利息・配当金 - -

区　分 2024年度 2025年度

利 息 及 び 配 当 金 等 収 入 - -
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（５）資産運用関係費用

(単位：百万円)

（６）資産運用に係わる諸効率

①資産別運用利回り （単位：％）

②売買目的有価証券の評価損益

該当事項はございません。

-

649

為 替 差 損

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

有 価 証 券 償 還 損

金 融 派 生 商 品 費 用

貸 付 金 償 却

賃貸用不動産等減価償却費

そ の 他 運 用 費 用

合 計

-

739

-

8

-

--

-

-

-

-

-

商 品 有 価 証 券 運 用 損

金 銭 の 信 託 運 用 損

-

-

-

-

-

-

-

-

国 債 等 債 券 売 却 損

外 国 証 券 売 却 損

国 債 等 債 券 評 価 損

そ の 他

株 式 等 評 価 損

株 式 等 売 却 損

-

-

-

区　分

売買目的有価証券運用損

有 価 証 券 売 却 損 -

支 払 利 息 274

買 入 金 銭 債 権

商 品 有 価 証 券

買 現 先 勘 定

債券貸借取引支払保証金

区　分

現 預 金 ・ コ ー ル ロ ー ン

2024年度

外 国 証 券 評 価 損

そ の 他

有 価 証 券 評 価 損

299

0

165

-

2025年度

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-299

-

641

2025年度

-

-

-

-

一 般 勘 定 計

う ち 海 外 投 融 資

2024年度

-

-

△0.90

-

-

-

△85.91

-

△85.91

貸 付 金

不 動 産

-

-

-

-

-

（注）利回り計算式の分母は帳簿価額ベースの日々平均残高、分子は経常損益中、資産運用収益－資産運用費用と
　　　して算出した利回りです。

-

-

-

△0.63

-

-

-

-

-

-

う ち 公 社 債

う ち 株 式

う ち 外 国 証 券

金 銭 の 信 託

有 価 証 券
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③有価証券の時価情報(売買目的有価証券以外) (単位：百万円)

（注）市場価格のない株式等および組合等は本表から除いています。

・市場価格のない株式等および組合等の帳簿価額は以下のとおりです。 (単位：百万円)

④金銭の信託の時価情報

該当事項はございません。

-

- -

50 50

-

国 内 株 式

外 国 株 式

合 計

50 50

0 0

0 0

-

- - - - -

区　分

-

2024年度末 2025年度末

- - - - -

- - - - - - - - - -

公 社 債

株 式 等

買 入 金 銭 債 権

譲 渡 性 預 金

- - - -

- -

- - -

- -

- -

-

満 期 保 有 目 的 の 債 券

責 任 準 備 金 対 応 債 券

子会社・関連会社株式

そ の 他 有 価 証 券

- - - -

- - - - - -

- - - -

- - -

-

- - - - - -

- - - -

- - - - - -

-

- - - - - -

- - - -

- - - - - -

-

- - - - - -

- - - -

- - - - - - - -

-

-

- - - - - -

- - - -

- - - - - - - -

- - - -

-

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

-

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

-

- - - - - - - - - -

- - - - - - - - -

- -

- - - - - - - - - -

そ の 他

そ の 他 有 価 証 券

子 会 社 ・ 関 連 会 社 株 式

合 計

- - - - -

買 入 金 銭 債 権

公 社 債

株 式

外 国 証 券

公 社 債

株 式 等

そ の 他 の 証 券 -

そ の 他

- - - - -

外 国 証 券

差益 差損 差益 差損
帳簿価格 時価 帳簿価格 時価

- -

差損益 差損益

区　分

2024年度末 2025年度末

-

-

-

-

-

譲 渡 性 預 金

そ の 他 の 証 券

そ の 他

公 社 債

株 式

- -

- - - - - - -

-
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4． 貸借対照表
(単位：百万円)

金　額 金　額

株 主 資 本 合 計 26,813 18,562

繰 越 利 益 剰 余 金 △28,186 △36,437

そ の 他 利 益 剰 余 金 △28,186 △36,437

2024年度末
（2025年3月31日現在）

2025年度末
（2026年3月31日現在）

現 金

預 貯 金

0

6,291

0

3,473

建 物 418 432

科　目

期　別

株 式 50

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 88,130 102,989

純 資 産 の 部 合 計 26,813 18,562

利 益 剰 余 金 △28,186 △36,437

資 本 準 備 金 27,500 27,500

資 本 剰 余 金 27,500 27,500

（ 純 資 産 の 部 ）

資 本 金 27,500 27,500

負 債 の 部 合 計 61,316 84,427

仮 受 金 18 22

資 産 除 去 債 務 152 165

48,600

未 払 法 人 税 等 20 24

未 払 金 686 879

未 払 費 用 2,949 3,396

預 り 金 20 8

そ の 他 負 債 41,448 53,095

借 入 金 37,600

再 保 険 借 269 275

責 任 準 備 金 13,406 26,563

保 険 契 約 準 備 金 19,599 31,055

支 払 備 金 6,192 4,492

資 産 の 部 合 計 88,130 102,989

（ 負 債 の 部 ）

貸 倒 引 当 金 △165 △173

繰 延 税 金 資 産 2,827 3,088

前 払 費 用 6,184 6,824

そ の 他 の 資 産 37 67

そ の 他 資 産 14,040 18,096

未 収 金 7,440 10,807

仮 払 金 0 0

預 託 金 377 397

代 理 店 貸 170 175

再 保 険 貸 58,623 71,959

有 形 固 定 資 産 534 536

無 形 固 定 資 産 5,758 5,782

そ の 他 の 有 形 固 定 資 産 116 104

ソ フ ト ウ ェ ア 5,559 5,448

そ の 他 の 無 形 固 定 資 産 198 334

50

有 価 証 券 50 50

（ 資 産 の 部 ）

現 金 及 び 預 貯 金 6,291 3,473
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【貸借対照表の注記】 

 

1. 有価証券の評価は、子会社株式及び関連会社株式（保険業法第 2条第 12項に規定する子会社及び保

険業法施行令第 13条の 5の 2第 3項に規定する子法人等のうち子会社を除いたもの及び関連法人等

が発行する株式をいう）については原価法、その他有価証券（市場価格のない株式等）については移

動平均法による原価法によっております。 

 

2. 有形固定資産の減価償却の方法は、定率法（ただし、建物については定額法）によっております。 

 

3. 貸倒引当金は、資産の自己査定基準及び償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。破産、

民事再生等、法的形式的な経営破綻の事実が発生している債務者に対する債権及び実質的に経営破

綻に陥っている債務者に対する債権については、直接減額後の債権額から担保の回収可能見込額及

び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。また、現状、経営破綻の状況

にはないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対する債権については、債権

額から担保の回収可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち、債務者の支

払能力を総合的に判断し必要と認める額を計上しております。 

  すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立し

た資産監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。 

 

4. 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

ただし、資産に係る控除対象外消費税額等のうち、税法に定める繰延消費税額等については、前払費

用に計上し 5 年間で均等償却し、繰延消費税額等以外のものについては、発生年度に費用処理して

おります。 

 

5. 保険料等収入（再保険収入を除く）は、原則として、収納があり、保険契約上の責任または保険期間

が開始しているものについて、保険業法施行規則第 69条第 3項に基づき収納した金額を計上してお

ります。 

なお、収納した保険料のうち、当期末時点において未経過となっている期間に対応する部分について

は、保険業法第 116 条及び保険業法施行規則第 69条第 1項第 2号に基づき、責任準備金に積み立て

ております。 

保険金等支払金（再保険料を除く）は、保険約款に基づく支払事由が発生し、当該約款に基づいて算

定された金額を支払った契約について、当該金額により計上しております。 

なお、保険業法第 117 条及び保険業法施行規則第 72 条に基づき、当期末時点において支払義務が発 

生したもの、または、まだ支払事由の報告を受けていないものの支払事由が既に発生したと認められ 

るもの（以下、「既発生未報告支払備金」という。）のうち、それぞれ保険金等の支出として計上して

いないものについて、支払備金を積み立てております。 

 

6. 再保険収入は、出再対象の保険契約（以下、「出再契約」という。）に係る収支等を計上した期に、再
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保険契約に定める出再割合等に基づき受領する再保険金等を計上しております。なお、修正共同保険

式再保険では、出再契約に係る新契約費相当額の一部として受領する出再手数料を再保険収入に計

上するとともに、同額を未償却出再手数料として再保険貸に計上し、再保険契約期間にわたって償却

しております。 

再保険料は、出再契約に係る収支等を計上した期に、再保険契約に定める出再割合等に基づき支払わ

れる再保険料を計上しております。 

なお、再保険に付した部分に相当する一部の責任準備金及び支払備金については、保険業法施行規則

第 71条第 1項及び同規則第 73条第 3項に基づき不積立てとしております。 

 

7. 当期末時点において、保険契約上の責任が開始している契約について、保険契約に基づく将来におけ

る債務の履行に備えるため、保険業法第 116 条第 1 項に基づき、保険料及び責任準備金の算出方法

書（保険業法第 4 条第 2 項第 4 号）に記載された方法に従って計算し、責任準備金を積み立ててお

ります。 

責任準備金のうち保険料積立金については、保険業法施行規則第 69 条第 4 項第 4 号に基づき、5 年

チルメル式により計算しております。 

責任準備金のうち危険準備金については、保険業法第 116 条及び保険業法施行規則第 69条第 1項第

3 号に基づき、保険契約に基づく将来の債務を確実に履行するため、将来発生が見込まれる危険に備

えて積み立てております。 

 

8. 既発生未報告支払備金については、新型コロナウイルス感染症と診断され、宿泊施設または自宅にて

医師等の管理下で療養をされた場合（以下「みなし入院」という。）等に入院給付金等を支払う特別

取扱を 2023 年 5 月 8 日以降終了したことにより、平成 10 年大蔵省告示第 234 号（以下「IBNR 告示」

という。）第 1 条第 1 項本則に基づく計算では適切な水準の額を算出することができないことから、

IBNR告示第1条第1項ただし書の規定に基づき、以下の方法により算出した額を計上しております。 

 

（計算方法の概要） 

IBNR 告示第 1 条第 1 項本則に掲げるすべての年度の既発生未報告支払備金積立所要額及び保険金等

の支払額から、みなし入院に係る額を除外した上で、IBNR 告示第 1 条第 1 項本則と同様の方法によ

り算出しております。 

 

9. 無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアの減価償却の方法は、利用可能期間に基づく

定額法によっております。 

 

10. 当期末までに公表されているものの、適用されていない主な会計基準等は、以下のとおりでありま

す。 

・「リースに関する会計基準」（企業会計基準第 34号 2024 年 9 月 13 日） 

・「リースに関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 33号 2024 年 9月 13 日）等 
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(1)概要 

企業会計基準委員会において、日本基準を国際的に整合性のあるものとする取組みの一環として、

借手のすべてのリースについて資産および負債を認識するリースに関する会計基準の開発に向け

て、国際的な会計基準を踏まえた検討が行われ、基本的な方針として、ＩＦＲＳ第 16 号の単一の

会計処理モデルを基礎とするものの、ＩＦＲＳ第 16 号のすべての定めを採り入れるのではなく、

主要な定めのみを採り入れることにより、簡素で利便性が高く、かつ、ＩＦＲＳ第 16 号の定めを

個別財務諸表に用いても、基本的に修正が不要となることを目指したリース会計基準等が公表さ

れました。 

 

借手の会計処理として、借手のリースの費用配分の方法については、ＩＦＲＳ第 16 号と同様に、

リースがファイナンス・リースであるかオペレーティング・リースであるかにかかわらず、すべて

のリースについて使用権資産に係る減価償却費およびリース負債に係る利息相当額を計上する単

一の会計処理モデルが適用されます。 

 

(2)適用予定日 

2027 年度の期首より適用予定であります。 

 

(3)当該会計基準等の適用による影響 

当該会計基準等を適用することによる影響は評価中であります。 

 

11. (1)主な金融資産及び金融負債にかかる貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、 

次のとおりであります。 

なお、現金及び預貯金については主に短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することか 

ら、注記を省略しております。 

  （単位：百万円） 

 貸借対照表計上額 時価 差額 

借入金 48,600 48,697 97 

負債計 48,600 48,697 97 

市場価格のない非上場株式等（子会社及び関連会社株式を含む）については上記の表に含めてお

りません。市場価格のない非上場株式等の当期末における貸借対照表価額は、50 百万円でありま

す。 

 

(2)主な金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項は、次のとおりであります。 

   金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の 3 

つのレベルに分類しております。 

レベル 1の時価：同一の資産または負債の活発な市場における無調整の相場価格により算定した  

        時価 

  レベル 2 の時価：レベル 1のインプット以外の直接または間接的に観察可能なインプットを用い 
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          て算定した時価 

  レベル 3 の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価 

 

  時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプット 

がそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類し 

ております。 

 

  ①時価をもって貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債 

   該当事項はありません。 

  ②時価をもって貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債 

  （単位：百万円） 

区分 
時価 

レベル 1 レベル 2 レベル 3 合計 

借入金 - - 48,697 48,697 

負債計 - - 48,697 48,697 

 

(3)時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明 

  ①借入金 

   借入金については、元利金の合計額を、市場金利に信用リスクに基づく一定の調整を加 

えた割引率で割り引いて時価を算出しており、レベル 3の時価に分類しております。 

 

(注)借入金の決算日後の返済予定額 

  （単位：百万円） 

 
1 年以内 

1 年超 

2 年以内 

2 年超 

3 年以内 

3 年超 

4 年以内 

4 年超 

5 年以内 
5 年超 

借入金 2,750 3,850 18,800 12,200 11,000 - 

合計 2,750 3,850 18,800 12,200 11,000 - 

 

12. 有形固定資産の減価償却累計額は 366 百万円であります。 

 

13. 関係会社に対する金銭債権の総額は 3,038 百万円、金銭債務の総額は 58百万円であります。 

 

14. (1)繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の原因別の内訳は以下のとおりであります。 

繰延税金資産 

危険準備金                   2,142 百万円 

支払備金                                       1,180 百万円 

税務上の繰越欠損金                   1,175 百万円 

通算対象欠損金額 （法人住民税）                   620 百万円 
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有価証券評価損                   86 百万円 

未払事業税                                         51 百万円 

貸倒引当金                     50 百万円 

資産除去債務                                47 百万円 

賞与引当金                                         29 百万円 

その他                                    8 百万円 

繰延税金資産小計                               5,393 百万円 

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額     △1,796 百万円 

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額   △  467 百万円 

繰延税金資産合計                           3,129 百万円 

繰延税金負債 

資産除去債務対応資産                            40 百万円 

繰延税金負債合計                              40 百万円 

繰延税金資産の純額                            3,088 百万円 

 

（2）税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額は次の通りであります。 

（単位：百万円） 

 
1 年以内 

1 年超 

5 年以内 
5 年超 合計 

税務上の繰越欠損金（※1） - - 1,175 1,175 

評価性引当額 - - △1,175 △1,175 

繰延税金資産 - - - - 

（※1）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。 

     

（3）当年度における法定実効税率は 28.0％であり、法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の

負担率との間の差異の主要な内訳は、評価性引当額の増減△2.4％であります。 

 

（4）当社は、朝日生命保険相互会社を通算親会社とするグループ通算制度を適用しており、「グルー

プ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第 42号 2021 年

8 月 12 日）に従って法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処

理並びに開示を行っております。 

 

15. 保険業法施行規則第 73 条第 3 項において準用する同規則第 71 条第 1 項に規定する再保険を付した

部分に相当する支払備金（以下「出再支払備金」という。）の金額は 12 百万円であり、同規則第 71

条第 1 項に規定する再保険を付した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任準備金」という。）

の金額は 52 百万円であります。 

 

16. １株当たりの純資産額は、337,497 円 57 銭であります。 
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17. 当社は、運転資金確保のため、50 億円のコミットメントライン契約を締結しております。なお、当

期末において、当該契約に基づく借入は実行しておりません。 

 

18. 契約の諸条件に照らして、以下の①②に該当する一定の再保険契約（保険業法施行規則第 71 条第 3

項に規定する再保険に係るものを除く）に係る未償却出再手数料（受再保険会社から収受した手数料

のうち、当該再保険契約により再保険に付した部分に係る将来の収益又は利益から受再保険会社に

支払うものをいう）の当期末残高は 71,806 百万円であります。 

① 未償却出再手数料及びこれに附帯して支弁する費用その他これに準ずるものを受再保険会社に

将来支払うことを約するものであること。 

② 保険契約に係るリスクのうち、当該再保険に付された部分に係るリスクの一部を移転するもの

であること。 

 

19. 当社は従業員の退職給付に充てるため、確定拠出制度を採用しております。当社の確定拠出制度への

要拠出額は、31 百万円であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5．損益計算書

(単位：百万円)

期　別

科　目

支 払 備 金 戻 入 額 - 1,700

当 期 純 利 益
( △ は 当 期 純 損 失 )

△7,792 △8,251

経常利益 (△は経常損失) △10,324 △11,130

法 人 税 等 調 整 額 △1,102 △261

法 人 税 等 合 計 △2,533 △2,879

税 引 前 当 期 純 利 益
(△は税引前当期純損失)

△10,325 △11,130

法 人 税 及 び 住 民 税 △1,431 △2,617

特 別 損 失 2 0

固 定 資 産 等 処 分 損 2 0

そ の 他 特 別 利 益 0 -

特 別 利 益 0 -

そ の 他 の 経 常 費 用 1 1

税 金 4,066 4,797

減 価 償 却 費 2,191 2,529

事 業 費 40,167 46,617

そ の 他 経 常 費 用 6,258 7,329

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 165 8

0 -為 替 差 損

27 55

給 付 金 9,621 14,165

保 険 金

資 産 運 用 収 益 - 0

保 険 料 等 収 入 96,301 123,786

39,622 56,116

56,678 67,669

2024年度
(2024年4月1日から2025年3月31日まで)

2025年度
(2025年4月1日から2026年3月31日まで)

金　額 金　額

経 常 収 益 96,529 125,676

再 保 険 収 入

保 険 料

再 保 険 料

そ の 他 返 戻 金

資 産 運 用 費 用 739 649

支 払 備 金 繰 入 額 1,881 -

責 任 準 備 金 繰 入 額 7,720 13,156

82 121

40,354 54,712

責 任 準 備 金 等 繰 入 額 9,602 13,156

為 替 差 益 - 0

有 価 証 券 評 価 損 299 -

支 払 利 息 274 641

経 常 費 用 106,853 136,807

保 険 金 等 支 払 金 50,086 69,055

そ の 他 経 常 収 益 228 1,889

そ の 他 の 経 常 収 益 228 189

15 なないろ生命保険株式会社
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【損益計算書の注記】 

 

1. 関係会社との取引による収益の総額は 182 百万円、費用の総額は 1,086 百万円であります。 

 

2. 支払備金戻入額の計算上、足し上げられた出再支払備金繰入額の金額は 4 百万円、責任準備金繰入

額の計算上、足し上げられた出再責任準備金戻入額の金額は 5百万円であります。 

 

3. 1 株当たりの当期純損失は、150,026 円 08 銭であります。 

 

4. 再保険収入には、貸借対照表の注記第 18 項に掲げる一定の再保険契約に係る未償却出再手数料の増

加額 31,980 百万円を含んでおります。 

再保険料には、貸借対照表の注記第 18項に掲げる一定の再保険契約に係る未償却出再手数料の減少

額 18,617 百万円を含んでおります。 

 

5. 関連当事者との取引は以下のとおりであります。 

(1) 親会社及び法人主要株主等 

（単位：百万円） 

種類 会社等の名称 

議決権等の 

所有(被所有)

の割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 取引金額 科目 期末残高 

親会社 
朝日生命保険

相互会社 
100% 

出資の受入 

事務所の賃借 

役員・出向者

の受入 

グループ通算

の通算親会社 

等 

グループ通

算の適用に

よる通算税

効果額の受

取予定額 

2,642 未収金 2,642 

債務被保証 

(注１) 
48,600 - - 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

 (注１) 当社の銀行借入に対して、債務保証を受けているものであります。なお、保証料の支払 

は行っておりません。 

 

(2) 兄弟会社等 

（単位：百万円） 

種類 会社等の名称 

議決権等の 

所有(被所有)

の割合 

関連当事者 

との関係 

取引の内容 

(注 1) 

取引金額 

(注 2) 
科目 期末残高 

親会社の子会社 

株式会社 

インフォテクノ 

朝日 
なし 

システム開発・ 

運用・保守の 

業務委託 

システム開発費

等の支払 
2,738 

未払金 617 

未払費用 119 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注１）価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案して価格交渉の上で決定しております。 

（注２）取引金額には消費税等を含めておりません。 



6．経常利益等の明細（基礎利益）

(単位：百万円)

基礎利益　　　　　　　　　　　　Ａ

キャピタル収益

金銭の信託運用益

売買目的有価証券運用益

有価証券売却益

金融派生商品収益

為替差益

その他キャピタル収益

キャピタル費用

金銭の信託運用損

売買目的有価証券運用損

有価証券売却損

有価証券評価損

金融派生商品費用

為替差損

その他キャピタル費用

再保険収入

危険準備金戻入額

個別貸倒引当金戻入額

その他臨時収益

臨時費用

再保険料

危険準備金繰入額

個別貸倒引当金繰入額

特定海外債権引当勘定繰入額

貸付金償却

その他臨時費用

臨時損益　　　　　　　　　　  　Ｃ

経常利益　　　　　　  　Ａ＋Ｂ＋Ｃ

2024年度 2025年度

△7,432 △8,472

- 0

- -

- -

- -

--

キャピタル損益　　　　　　　　 　Ｂ △299 0

キャピタル損益含み基礎利益 　Ａ＋Ｂ

0 -

- -

△7,732 △8,472

- -

2,591 2,658

- -

- -

165 8

- -

- -

2,426 2,650

△2,591 △2,658

△10,324 △11,130

- -

- -

299 -

- -

- -

- -

299 -

- -

- 0

- -

臨時収益 - -

- -
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7. 株主資本等変動計算書

2024年度（2025年4月1日から2026年3月31日まで） (単位：百万円)

2025年度（2025年4月1日から2026年3月31日まで） (単位：百万円)

【株主資本等変動計算書の注記】

1． 発行済株式の種類及び総数に関する事項

 当期末における発行済株式の種類及び総数は以下のとおりであります。

8．保険業法に基づく債権の状況

該当事項はございません。

当期末残高

26,813

株主資本
合計

当期末残高 27,500

当期純利益

当期変動額合計 - - -

27,500 27,500

当期首残高

当期変動額

当期純利益

当期変動額合計

18,562

株主資本
合計資本準備金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

27,500 27,500 27,500

27,500 27,500 27,500

利益剰余金資本剰余金

△7,792

△36,437 △36,437

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

△8,251 △8,251 △8,251 △8,251

△20,393 △20,393 34,606 34,606

当期変動額

純資産合計

株主資本

資本金 資本剰余金
合計

資本準備金

27,500 27,500 27,500

18,562

- - - △8,251 △8,251 △8,251 △8,251

△28,186 △28,186

繰越利益
剰余金

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計

26,813

当期首残高

△28,186 △28,186 26,813 26,813

△7,792 △7,792 △7,792 △7,792

△7,792 △7,792 △7,792

(単位：株)

普通株式 55,000 - - 55,000

当期首株式数 当期増加株式数 当期減少株式数 当期株式数

発行済株式
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9．2025年度特別勘定の状況
該当事項はございません。

10．保険会社及びその子会社等の状況

 当期においては、子会社等の規模を考慮し、当企業集団全体の財政状態、経営成績およびキャッシュ･フローの
状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいことから、連結財務諸表を作成していません。
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